
この広報紙は，赤い羽根共同募金の配分金により発行されています。 
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目   次 
今
年
も
10
月
1
日
か
ら 

12
月
31
日
ま
で
を
募
金
期
間

と
し
て
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

赤
い
羽
根
の
募
金
運
動
は
、

町
の
人
の
や
さ
し
い
気
持
ち
を

集
め
る
運
動
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
や
さ
し
さ
が
、

み
な
さ
ん
の
声
か
け
が
、
み
な

さ
ん
の
行
動
が
、
き
っ
と
町
を

変
え
て
い
く
は
じ
め
の
一
歩
と

な
る
は
ず
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
心 

温
ま
る
ご
協
力
を 

お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 
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自治会を通じて各家庭へ募金

を呼びかけます。 
 
街角や人の集まる場所で募金

を呼びかけます。 
 
企業や商店を訪問して寄付を

呼びかけます。  

共同募金は、次のような方法で 

募金活動を実施しています。 

赤い羽根共同募金 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
が
、 

あ
な
た
の
住
む
町
を
、 

も
っ
と
や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
生
ゴ
ミ
収
集
箱
） 

の
新
設 

 
 

 
 

 

船
津
自
治
会  

こ
の
度
、
共
同
募
金
の
助
成
を
い
た
だ

き
金
属
製
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
台
を

新
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
木
製

の
も
の
で
猫
や
カ
ラ
ス
の
被
害
に
も
苦

労
し
て
い
ま
し
た
が
、
周
り
の
環
境
衛
生

も
よ
く
な
り
、
利
用
者
の
方
々
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
、
自
治
会
員
の
協
力
に

よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
が
継
続

さ
れ
募
金
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
募
金
か
ら
温
か
い
支
援

を
い
た
だ
き
、
自
治
会
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
新
設
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
み
ん

な
で
協
力
し
、
住
み
よ
い
集
落
を
築
く
た

め
、
ま
た
社
会
全
体
の
絆
を
大
切
に
す
る

心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 老人福祉活動費     943,000円 

障がい害児・者福祉活動費 335,000円 

児童・青少年福祉活動費 676,650円 

母子・父子福祉活動費  148,000円 

福祉育成・援助活動費 3,167,984 円 

ボランティア活動費  1,239,366円 

 

配分金合計額     6,510,000 円 

職場の従業員の方々に募金を呼

びかけます。 
 
学校において児童・生徒のみなさ

んに募金を呼びかけます。 
 
地域のイベントに参加して募金

を呼びかけます。 
 
募金箱の設置やインターネット

などでの募金活動を行ないます。 

子育てサロンの開催 ふれあいいきいきサロン活動助成 

昨
年
度
は
鹿
児
島
県
共
同
募
金
会

か
ら
姶
良
市
支
会
に
対
し
て 

６
，
５
１
０
，
０
０
０
円 

の
配
分
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
配
分
金
は
、
姶
良
市
内
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
高
齢
者
や
障

が
い
児
・
者
、
児
童
を
対
象
と
し
た
福

祉
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

な
ど
、み
な
さ
ん
の
身
近
な
地
域
福
祉

活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
配
分

内
訳
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

今
年
度
も
福
祉
団
体
や
学
校
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
か
ら
、
数
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
街
頭
募
金
・
イ
ベ
ン

ト
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。 皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

【
表
紙
と
左
の
写
真
は 

10

月
1

日
の
街
頭
募
金
の
様
子
】 

平成 22 年度共同募金配分内訳 

（平成 23 年度事業） 
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ふれあいいきいきサロンは、地域住民とボランテ

ィアを中心に、「気軽に」「無理なく」「楽しい」仲

間づくりを行なう活動です。 

また、自宅に閉じこもりがちで地域との交流が少な

くなった方々の寂しさ解消や介護予防の手助けに

もなっています。 

現在、姶良市では 79団体のサロンが活動してお

り、茶話会や健康体操など、各サロンで計画した

様々な活動が行なわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲生町西浦地区のサロンは、毎月第 4 土曜日の

13 時 30 分から西浦地区公民館で活動しており、

参加登録者は 16名です。活動内容は、歌やゲーム、

牛乳パックや新聞紙を使った工作のほか、地域の草

取りボランティアで児童クラブとの交流をすること

もあります。月 1回の集まりが待ち遠しいという反

響が多く、毎回参加者同士の会話も弾み、交流が楽

しいと評判です。 

お気軽にご参加ください。特に男性の方、大募集

中です！ 

  

加治木町豊町地区のサロンは、第 1・3金曜日の

9 時 30 分から 10 時 30 分まで、第 3 水曜日の

13 時 30 分から 15 時 30 分まで、豊町公民館で

活動しています（ほか不定期 9回開催）。 

参加登録者は 41名で、活動内容は、健康増進の

ためのはつらつ体操を中心に行なっています。ま

た、学生との交流会や日帰り旅行などを行ない、積

極的に地域との交流をしています。豊町クローバー

サロンは、「笑顔」であなたの気持ちを豊かにしま

す！ 

参加をお待ちしています！！ 

 

姶良地区上場のサロンは、毎月第 4 月曜日の 11

時 30 分から13 時まで、上場公民館で活動してい

ます。参加登録者は 26名（うち男性 7名）で、毎

回、ボランティアさんたちと一緒に作る昼食に舌鼓

を打ちながら、世間話に花を咲かせています。堅苦

しいことは何一つありません。楽しいコミュニケー

ションを大切にしながら、『地域の憩いの場』とし

て活動をしています。「ぶらりと昼食がてらお喋り

を…」ぜひ一度、気軽にお立ち寄りください。 

当社協では、サロンをより楽しんでいただくた

めに、室内で使えるレクリエーション用具やＤＶ

Ｄの貸し出しを行なっています。また、サロンの

活性化を図るためのサロンサポーター養成講座

や交流会も行っています。新しくサロンを始めた

いというご相談にも応じております。お気軽にご

連絡下さい。 
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災
害
時
に
備
え

た
非
常
炊
き
出
し
訓
練
の
出
張
指
導
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。 

 

８
月
か
ら
９
月
の
期
間
で
は
、
社
会
福
祉

法
人
敬
天
会
、
帖
佐
中
学
校
、
八
日
町
自
治

会
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

炊
き
出
し
に
は
、
熱
に
強
い
『
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
』
と
い
う
特
殊
な
袋
を
使
用
し
て
ご
飯

を
炊
き
ま
す
。 

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
っ
て
？ 

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
が
作
成
し

て
い
る
、
中
低
圧
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
い
う
素

材
で
で
き
た
熱
に
強
い
ポ
リ
袋
で
、
１
合
ま

で
ご
飯
を
炊
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。(

社
協
を

通
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。) 

【
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
の
利
点
】 

◆
外
の
水
を
通
さ
な
い
の
で
、
プ
ー
ル
や
川

の
水
な
ど
釜
の
水
が
汚
く
て
も
炊
け
る
。 

◇
容
器
や
箸
を
使
用
せ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
。 

◆
食
べ
る
時
、
直
接
手
に
触
れ
な
い
の
で
非

常
に
衛
生
的
。 

◇
均
一
量
を
大
勢
に
素
早
く
配
れ
る
。 

◆
保
温
性
が
あ
る
の
で
、
２
～
３
時
間
温
か

い
状
態
で
食
べ
ら
れ
る
。 

▼
炊
き
出
し
訓
練
の
出
張
指
導
や

機
材
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
訓
練
を
実
施
し
た
い
自
治
会

や
団
体
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【炊き出し釜】 

１度に約 80 個入る大きな釜で

30 分程度炊き、釜から上げて

10 分蒸らしたら出来上がり。 

７
月
１３
日
、
蒲
生
公
民
館
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」
を
開
催
し
、

姶
良
市
内
各
地
で
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
る
１
５
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
姶
良
生
活
学
校

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
講
座
を
行
い
、
実
際
に
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ベ
ル
の
や
さ
し

い
音
色
で
う
っ
と
り
…
サ
ロ
ン
利
用
者
の
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ロ
ン
で
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
活
動
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換 

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

ハンドベル体験 

 

 

意見交換会 姶良生活学校の方々による演奏 

【
参
加
者
の
感
想
】 

▼
ハ
ン
ド
ベ
ル
は
、
演

奏
す
る
側
も
聴
く
側

も
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い

効
果
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
わ
た
し

達
の
サ
ロ
ン
で
も
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
入
れ
て
、
サ
ロ
ン

を
も
っ
と
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。 
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７
月
24
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で
の
期
間
、
全
５
回
の

手
話
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
が
参
加

し
、
あ
い
さ
つ
や
果
物
・
乗
り
物
・
動
物
な
ど
の
単
語
を

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は
様
々
で
す
が
、
そ

の
中
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
手
話
は
、
聴
覚
障
が
い

者
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
方
法
で
す
。 

 

【
参
加
者
の
感
想
】 

▼
５
回
の
講
座
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
分
か
り
や
す
く

て
毎
回
楽
し
か
っ
た
で
す
。
講
座
が
終
わ
る
と
忘
れ
て
し

ま
い
そ
う
な
の
で
、
テ
レ
ビ
の
手
話
ニ
ュ
ー
ス
を
観
た
り

し
て
今
か
ら
も
手
話
の
勉
強
を
続
け
た
い
で
す
。 

９
月
８
日
、
県
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
で
市
消
防
本
部

姶
良
分
遣
所
の
指
導
に
よ
る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の

ほ
か
、
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど
の
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

受
講
者
は
、
他
の
受
講
者
が
実
践
し
て
い
る
と
き
も

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
終
了
後
は

受
講
者
全
員
に
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
・

何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
場
面
に
遭
遇

し
て
も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

準
備
し
ま
し
ょ
う
。 

※参考資料「親子で楽しむふれあいの手話」学研 

相手から見た指の形です。 

ローマ字のａｉｕｅｏが元になっています。 

【
写
真
】 

右
上 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
探
索 

左
上 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク 

左
下 

ス
ポ
ー
ツ
体
験
後 

集
合
写
真 

１１９番通報 

到着まで 

平均 8 分 

呼吸がない場合 

８
月
８
日
・
９
日
に
行
わ
れ
た
「
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
講
座
」
に
、
姶
良
市
在
住
の
児
童
９
名
が
参
加
し
、

疑
似
体
験
・
介
助
体
験
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
探
索
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
は
、
県
障
害
者
協
会
の
指

導
員
の
方
々
や
セ
ル
プ
姶
良
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
全
員
が
初

体
験
の
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
が
、
経
験
者
で
あ
る
セ
ル
プ
姶

良
の
方
々
に
コ
ツ
を
教
わ
り
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。 

救急車到着までは

心臓マッサージを   

繰り返しましょう!! 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

山
路
智
子 

別
府
浩
子 

吉
留
節
子 

馬
場
辰
夫 

有
村
ミ
チ 

向
江
富
男 

諸
麦
純
明 

福
元
巳
知
子 

種
子
田
正
美 

山
路
和
馬 

北
野
ミ
ツ
ヱ 

古
川
利
子 

岩
爪
幸
造 

長
谷
川
き
よ
み 

中
村 

功 

江
口
秋
水 

児
玉
ひ
と
み 

堀
之
内
幹
郎 

米
澤
妙
子 

今
森
マ
ツ
ミ 

眞
田
郁
代 

板
垣
純
廣 

尾
之
上
隆
博 

田
中
秀
一 

久
冨
裕
之 

黒
江
宏
明 

川
邊
實
代
子 

山
本
順
一 

末
廣
香
代
子 

 

山
路 

馨 

森
永
エ
ミ
子 

吉
留 

勝 

馬
場
ハ
ル
エ 

有
村
次
男 

向
江
美
恵 

諸
麦
満
徳 

西
郷
ヱ
イ
子 

種
子
田
ヤ
ツ 

山
路
和
江 

北
野
満
夫 

満
尾
芳
子 

岩
爪
照
男 

長
谷
川 

栄 

中
村
照
子 

江
口
千
里
子 

児
玉
俊
行 

堀
之
内
和
實 

出
水
キ
ク
ヱ 

今
森
通
夫 

眞
田 

衛 

板
垣
宣
子 

尾
之
上
陽
子 

田
中
ミ
ヨ 

久
冨
美
津
子 

黒
江
ハ
ル 

川
邊
キ
ヨ
子 

山
本
シ
ヅ
エ 

末
廣
武
雄 

上
麓 

船
津 

俵
原
団
地
西 

宮
脇 

東 板
ノ
口 

山
ノ
口 

星
ケ
山 

俵
原
団
地
東 

上
麓 

寺
師 

建
昌 

池
島
町 

松
原
下 

池
島
町 

西
田 

宇
都 

原
方 

東 松
原
下 

白
金
原 

帖
佐
駅
前 

仮
屋 

原
方 

青
葉
台 

白
金
原 

西
宮
島
町 

東
原
東 

上
麓 

弐
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

壱
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

五
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

 

－ 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

五
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

壱
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

香
典
返
し
寄
付
（７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

寄
付
者 

 
 

 
 

 

故
人 

 
 

 
 

  

自
治
会 

 
 

 

金
額 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
所 

 
 

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
ご
趣
旨

で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温
情
に
応

え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

加
治
木
支
所 

田
島
キ
サ
ヱ 

山
下
ミ
ヨ
子 

隈
原 

悟 

宝
蔵
一
明 

隈
元
千
恵
美 

塩
浦
道
則 

川
野
浩
一 

水
流
哲
也 

溝
口
行
夫 

福
薗
千
恵
美 

新
福
茂
実 

宇
都
勝
二 

中
平
田
昭
子 

松
田
光
司 

三

光
夫 

上
猶
直
子 

川
畑
水
子 

田
島
一
男 

山
下
秋
義 

隈
原
オ
イ
キ 

宝
蔵
千
鶴
子 

隈
元
康
浩 

塩
浦
春
良 

川
野
雄
史 

水
流

志 

溝
口
ハ
ル
エ 

福
薗
克
美 

新
福
清
実 

中
山
ト
ミ
エ 

中
平
田 

茂 

松
田
立
子 

三

登
記 

德
田
正
美 

川
畑
克
己 

弓
削 

菖
蒲
谷 

中
福
良 

西
塩
入
下 

明
神 

札
立 

岩
穴
口 

小
陣 

市
来
原 

岩
穴
口 

内
原
田 

須
崎 

楠
園 

上
浜 

柳
田 

新
生
町 

内
原
田 

参
萬
円 

五
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

五
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

 

－ 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

 

－ 
参
萬
円 

五
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

 

有
川
慶
子 

五
月
田
章
一 

黒
木
小
夜
子 

二
階
幸
子 

本
村
徳
夫 

村
田
郁
子 

平
田
恭
子 

郡
山
末
春 

井
上
文
子 

島
本
昌
三 

瀬
之
口
ミ
ツ
エ 

初
田
鈴
子 

村
田
つ
や
子 

白
澤
勢
津
子 

木
原
兼
一 

牧
田
政
次 

松
元
辰
三 

平
野
公
也 

川
﨑
ア
サ
子 

福
森
眞
一 

有
川
洋
一
郎 

五
月
田
シ
ナ
子 

牧 

常
治 

二
階
常
喜 

本
村
フ
ヂ
子 

村
田
ヤ
ヱ
子 

鉾
之
原
敏
智 

郡
山
文
子 

井
上
栄
一 

島
本
キ
ク
ヱ 

瀬
之
口
澄
知 

小
倉 

丁 

村
田
瑞
夫 

白
澤
行
男 

木
原
君
子 

牧
田
正
俊 

松
元
フ
ミ 

平
野
ミ
ツ
ヱ 

川
﨑
美
義 

福
森
フ
ヂ
ヱ 

白
金
原 

住
吉 

朝
日
ヶ
丘 

西
姶
良
南 

並
木
東 

松
原
上 

山
野 

松
原
下 

枦
山
下 

 

－ 

十
日
町 

松
原
上 

松
原
上 

三
拾
町 

新
馬
場 

中
甑 

俵
原 

竪
野 

新
馬
場 

岩
崎 

壱
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

壱
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

 

－ 

五
萬
円 

壱
萬
円 

五
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

壱
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
掲
載
希
望
の
欄

に
は
（－
）を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

蒲
生
支
所 

福
原
千
鶴
子 

祁
荅
院

子 

中
村
良
子 

 
 

－ 

竹
中
カ
ツ
子 

上
畑
芳
紀 

永
井
か
よ
子 

篠
原
タ
ツ
エ 

長
野
武
久 

福
原
利
治 

祁
荅
院
正
光 

中
村 

淳 

 

幸
雄 

竹
中 

薫 

上
畑
ミ
エ 

田
畑
ミ
ネ 

篠
原
シ
ヅ
エ 

長
野
ミ
ツ
子 

本
長
谷 

後
田
上 

畠
田
団
地 

竪
野 

川
東
下 

川
東
中 

上
之
段 

下
久
徳
下 

迫
上 

弐
萬
円 

壱
萬
円 

 

－ 

 

－ 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

弐
萬
円 

参
萬
円 

参
萬
円 

寄
付
金 

寄
付
者
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
正
佼
成
会
鹿
児
島
教
会
姶
良
支
部 

 
 
 
 

 

八
萬
円 

西
田
あ
い
鹿
児
島
県
後
援
会 

 
 

 
 

 
 

 

壱
拾
萬
円 

山
之
内
種
顕 

 
 
 
 

 
 

 

参
萬
参
千
六
百
九
拾
六
円 

 

寄
付
物
品 

寄
付
者
名 

 
 

 
 

 
 

 

物
品 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数
量 

 
 

 

宮
下
大
三 

 
 

 
 

車
椅
子 

 
 
 

 
 

一
台 

一
般
寄
付
（７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
よ
り
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

西田あい鹿児島県後援会 

立正佼成会鹿児島教会姶良支部 
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勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

 

参
千
円 

石
塚
静
枝 

湯
田
益
也 

 

弐
千
円 

藏
町
芳
郎 

今
村
一
正 

黒
木
俊
己 

小
野 

実 

屋
所
克
郎 

池
田
一
美 

小
川
博
文 

西 

寛
明 

川
野
義
輝 

小
倉
寛
恒 

冨
永
博
彰 

長
江
和
子 

原
田
康
吉 

湯
川
忠
治 

 

壱
千
円 

有
村
正
美 

岩
穴
口
弘
行 

松
元
滋
美 

濵
田
浩
一 

岩
爪 

隆 

堀
之
内 

勝 

福
留 

修 

犬
童 

久 

小
田
原 

優 

福
嵜
雄
樹 

原
口
正
則 

大
迫 

久 

上
村 

親 

河
東
律
子 

 

堀 
一
矢 

小
城
寛
治 

  

木
上
健
二 

池
田
満
穂 

石
原
格
司 

甲
斐
滋
彦 

窪
田
広
志 

村
田
春
子 

春
山
信
一 

崎
山
キ
ミ
エ 

増
田 

睦 

福
永
祐
治 

黒
江
典
昭 

井
上
博
之 

篠
原
正
人 

肥
後
利
治 

  

上
山
正
人 

甲
斐
一
寛 

田
代
眞
一
郎 

松
島
義
秋 

眞
ヶ
田 

学 

川
原
卓
郎 

川
原
秀
行 

恒
見
良
一 

長
江
一
郎 

牧
之
内
昌
二 

竹
下 

宏 

玉
利
道
満 

堂
森
忠
夫 

東
馬
場 

弘 

兼
田
勝
久 

新
福
愛
子 

和
田
里
志 

本
村
良
治 

神
村
次
郎 

法
元
隆
男 

有
馬
研
一 

湯
川
逸
郎 

萩
原
哲
郎 

竹
下
日
出
志 

堀 

広
子 

隈
元
康
哉 

海
老
原
経
記 

仮
屋
隆
夫 

藤
崎
正
人 

宮
路
博
文 

花
田
清
髙 

中
原 

巧 

脇
田
満
穂 

久
保
博
文 

前
田
信
秋 

諏
訪
脇 

裕 

大
重 

学 

湯
元
秀
誠 

出
水
昭
彦 

田
口
幸
一 

安
田 

久 

里
山
和
子 

湯
之
原
一
郎 

川
原
林 

晃 

谷
口
義
文 

笹
井
義
一 

森
川
和
美 

 

小
山
田
邦
弘 

森 

弘
道 

山
路
正
樹 

諏
訪
脇 

亨 

山
口 

智 

榎
園
洋
子 

亀
沢
尚
眞 

福
貴
迫
ミ
ツ
子 

岸
薗
洋
子 

瀬
戸
サ
エ
子 

山
元
久
美
子 

西
脇
厚
子 

重
森
勝
美 

池
田
淳
子 

黒

原
國
光 

岩
坪
正
視 

小
島
俊
英 

長
渡
康
子 

谷
口
裕
子 

古
川
カ
ツ
子 

池
田
壽
生 

高
原
和
代 

長
野
マ
サ
子 

堂
薗
敬
子 

黒
木
和
子 

永
岡
政
信 

上
ノ
園
照
美 

大
中
原
繁
行 

尾
畑
嘉
悟 

徳
永
聰
子 

松
﨑 

昭 

中
名
主 

將 

有
馬
惠
子 

坂
元
敦
子 

竹
内
孝

 

中
薗
信
生 

添
盛
公
子 

大
塚
英
雄 

 

外
山
浩
己 

松
林
洋
一 

柏
木 

 

佐
古
妙
子 

福
永
順
子 

坂
元
忠
光 

栗
下
光
代 

谷
口
ち
え
子 

田
中
茂
子 

冨
田
雅
昭 

宮
内
勝
子 

福
島
保
子 

垂
水
武
彦 

大
淵
泰
代 

神
田
澄
子 

伊
地
知
豊
子 

河
野
千
惠
子 

種
子
田
虎
雄 

渡
邉 

勲 

信
國
住
子 

寺
師
泰
子 

多
寳 
勝 

四
元
き
ぬ
江 

早
瀬
ア
キ
子 

野
間
口
徹
郎 

藤
﨑
タ
ミ
子 

井
上
富
子 

中
馬 

了 

宮
島
英
昭 

谷
口
洋
子 

今
村
む
つ
み 

大
塚
い
づ
み 

有
村
穆
尚 

日
高 

朗 

柊
野
信
也 

永
井
チ
リ
子 

川
上
三
法 

迫
田
久
子 

長
野
敬
二 

池
ノ
上
ミ
チ
子 

桒
畑
チ
カ
エ 

増
田 

明 

武
田
俊
郎 

小
田
美
代
子 

山
内
順
子 

新
名
ス
ミ
子 

坂
元
益
子 

田
中
和
子 

畠
中
ク
ニ
子 

中
西
昭
子 

光 

み
ど
り 

中
尾 

洪 

安
田
一
臣 

福
谷
禮
子 

折
田
武
子 

東 

ハ
ツ
ミ 

宮
路
教
子 

牧
之
瀬 

徹 

本
町
俊
彦 

竹
原
和
代 

森 

文
子 

立
野
紀
代
美 

川
上
レ
イ
子 

黒
田
静
子 

有
村
悦
子 

田
邉
い
つ
子 

鮫
島
郁
俊 

田
畑
盛
義 

髙
味
英
毅 

外
山
順
子 

万
福
勝
則 

吉
永
良
人 

小
川
元
了 

鮫
島
準
一 

有
村
ヤ
ス
子 

原
見
陽
子 

冨
重
律
子 

穂
森
美
枝
子 

室
屋
和
孝 

梅
木
ヤ
ス
子 

長
谷 

博 

池
田
福
子 

木
場
良
子 

秋
宗
郁
子 

木
佐
貫
啓
子 

西
山
紀
子 

齊
藤
チ
ヨ
子 

田
中
茂
樹 

田
中
健
二 

岩
重
俊
一 

岡
山
明
弘 

杉
田
み
つ
子 

森
木
洋
子 

岩
野
憲
昭 

今
村
芳
男 

中
野
親
行 

後
藤
忠
道 

愛
下
ひ
と
み 

石
堂
誠
一
郎 

竹
内
睦
夫 

川
﨑
吉
弘 

溝
口
勝
久 

遠
矢
カ
ツ
エ 

畠
中
京
子 

内
村
三
郎 

竹
内
康
文 

 

  

 

みなさんの身近でもたくさん使われている『点字』。探して読んでみましょう。 

■マス（6 つの点） 

点字はすべて 6 個の点で 

表されます。それぞれの点 

を 1 の点～6 の点と呼びま 

す。1 の点～6 の点を合わ 

せてマスと呼びます。 

1 4 

2 5 

3 6 

 

■母音（ア,イ,ウ,エ,オ） 

アイウエオは、左上側の 3 つの点

のみを用います。丸覚えしましょう。 

ア イ ウ エ オ 
●○ 

○○ 

○○ 

●○ 

●○ 

○○ 

●● 

○○ 

○○ 

●● 

●○ 

○○ 

○● 

●○ 

○○ 

 

■子音（ハマヤラワ） 

ハマヤラワは、右下側の 3 つの点で子音を表し、母音と組み合わせて

使用します。 

ハ ヒ フ ヘ ホ 
●○ 

○○ 

●● 

●○ 

●○ 

●● 

●● 

○○ 

●● 

●● 

●○ 

●● 

○● 

●○ 

●● 

マ ミ ム メ モ 
●○ 

○● 

●● 

●○ 

●● 

●● 

●● 

○● 

●● 

●● 

●● 

●● 

○● 

●● 

●● 

ヤ ユ ヨ 

○● 

○○ 

●○ 

○● 

○○ 

●● 

○● 

○● 

●○ 

 

ラ リ ル レ ロ 
●○ 

○● 

○○ 

●○ 

●● 

○○ 

●● 

○● 

○○ 

●● 

●● 

○○ 

○● 

●● 

○○ 

ワ ヲ ン －(長音) ッ(促音) 

○○ 

○○ 

●○ 

○○ 

○● 

●○ 

○○ 

○● 

●● 

○○ 

●● 

○○ 

○○ 

●○ 

○○ 

 

※紹介している点字はマスとマスの間に広い隙間を空けていますが、実際の点字にはこれほどの

隙間はないので慣れるまでは少し読みにくいかもしれません。 

※「カサタナ」は、前号（第９号）の 7

ページに掲載しています。 
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親
子
で
参
加
し
て
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

る
サ
ロ
ン
で
す
。
ど
の
会
場
で
も
ご
予
約
な

し
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
♪ 

毎
週
火
曜
日
に
巡
回
型
の
心
配
ご
と

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
心

配
ご
と
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
（
先
着
順
） 

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。 

 場所 

月 
姶 良 加治木 蒲 生 

11 月 20 日  6 日 27 日 13 日  

12 月 11 日  18 日  4 日 25 日 

1 月 8 日 29 日 15 日  22 日  

 

 場所 

月 
姶 良 加治木 蒲 生 松 原 

11 月 
14 日 

(水) 

21 日 

(水) 

９日 

(金) 
 

15 日 

(木) 

28 日 

(水) 

12 月 
5 日 

(水) 
 

14 日

(金) 
 

20 日 

(木) 
 

1 月 
16 日 

(水) 

23 日 

(水) 

11 日

(金) 

25 日 

(金) 

17 日 

(木) 

31 日 

(木) 

 

心配ごと相談所日程表 

子育てサロン日程表 

★場 所               ★対象者：未就学児とその保護者 

姶 良：姶良保健センター         妊婦さんも参加できます 

加治木：加治木ふれあいセンター  ★時 間：１０時～正午  

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター  ★参加費：無料 

松 原：松原地区公民館 

★場 所                    

姶 良：姶良市社会福祉会館    ★時 間：９時～正午      

加治木：加治木福祉センター    ★利用料：無料  

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター 

◆問合せ先◆  姶良市社会福祉協議会  

    本 所  TEL65-7757  加治木支所 TEL62-2041  蒲生支所 TEL52-1400 

姶
良
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
委
員
を
募
集 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
趣
味
や
特
技
を

活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

心
配
ご
と
相
談 

子
育
て
サ
ロ
ン 

 

姶
良
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。 

 

【
募
集
人
数
】 

２
人 

【
任 

期
】 

 
 

 

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で 

【
応
募
資
格
】 

 
 

姶
良
市
に
在
住
の
方 

【
応
募
期
限
】 

 
 

 

平
成
24
年
11
月
20
日
（
火
） 

 

※
詳
し
く
は
、
℡
６
５-

７
７
５
７

ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

通
院
付
き
添
い 

【
相
談
者
】 

 
 

 

霧
島
市
在
住 

女
性 

 
 

 
 

 
 

（
車
い
す
利
用
） 

【
内 

容
】 

 
 

 

院
内
で
の
車
い
す
移
動
な
ど 

の
お
手
伝
い 

【
活
動
場
所
】 

 
 

 

南
九
州
病
院 

  
【
頻 

度
】 

 
 

 
３
か
月
に
１
回
程
度 

  

演
芸
の
発
表 

【
活
動
場
所
】 

 
 

 

福
祉
施
設
な
ど 

【
内 

容
】 

 
 

 

音
楽
・
舞
踊
・
芝
居
な
ど 

  

趣
味
活
動
の
相
手
・
指
導 

【
活
動
場
所
】 

 
 

 

福
祉
施
設
や
個
人
宅
な
ど 

【
内 

容
】 

 
 

 

囲
碁
・
将
棋
、
絵
て
が
み 

な
ど
の
様
々
な 

趣
味
活
動
の 

相
手
や
指
導 

 


